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明
治
初
年
の
圏
内
市
場

第
四
十
六
巻

六
四

第
四
樟

四
回

産
業
構
造
の
研
究
と
政
策

国

杉

競

産
業
政
策
は
、
之
を
樹
つ
る
に
首
っ
て
確
た
る
科
接
的
根
採

を
求
め
、
之
に
基
い
て
産
業
能
率
の
向
上
を
目
的
と
す
べ
き
と

と
、
夏
め
て
-
一
己
ふ
起
も
な
い
。
誌
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
論
交
げ

筆
者
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、
常
に
経
済
開
論
の
主
張
を
隼
重
し
つ

っ
、
之
を
事
賓
と
照
し
合
せ
て
論
詮
ぜ
ん
と
す
る
研
筑
方
法
を

と
る
の
で
あ
る
が
、

か
L

る
賓
詮
的
研
究
『
富
一

E
n
o
s
gヨ回目

呂
将
司
円
『
が
現
在
ど
の
程
度
ま
で
産
業
政
策
の
樹
立
に
貢
献
す

る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
は
と
L
に
政

策
と
の
闘
聯
陀
於
て
産
業
構
造
の
諸
問
題
を
論
じ
、
或
は
経
済

理
論
の
主
張
す
る
二
三
の
命
題
を
統
計
的
に
論
詮
せ
ん
と
し
、

或
は
か
L
る
論
詮
の
方
法
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
ゐ
る
。

産
業
構
造
の
問
題
は
請
は
ピ
三
つ
の

S
の
問
題
よ
り
成
る
。

日一
5
M
-
N
o
h昨
切
円
。
官
邸
ち
位
置
、
規
模
及
び
管
業
分
野
の
問
題

之
で
あ
る
。
以
下
順
を
逐
う
て
説
明
す
る
。

産
業
の
位
置
(
地
方
的
集
中
)

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
と
の

向上、 r8-19頁参照。
Floren回:， P. S.， Economic research and industrial pol:icy (Economic Journa]， 
Dec. 1937). 
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問
題
を
次
の
四
つ
に
分
ち
考
察
す
る
。

↑
特
定
産
業
が
特
定
地
域
に
集
中
せ
り
や
否
や
。

己
特
定
産
業
が
、
圏
内
如
何
な
る
地
域
た
る
を
問
は
や
、

集
中
せ
り
や
否
や
。

己
産
業
一
般
が
特
定
都
市
に
集
中
せ
り
や
否
や
。

四
産
業
一
般
が
、
閣
内
如
何
な
る
地
域
た
る
を
問
は
宇
、

集
中
ぜ
り
や
石
や
。

い
の
問
題
は
個
々
の
地
域
に
つ
い
て
槻
察
し
、
モ
れ
ら
に
特

定
産
諜
が
集
中
せ
り
や
否
や
を
見
る
の
で
あ
る
。

と
の
集
中
の

程
度
を
一
示
す
た
め
に
は
7

ロ
ー
レ
ン
ス
は
舎
で
弐
の
如
青
一
方
法

を
帯
思
表
し
て
ゐ
九
一
。

滑
川
時
間
菊
田
即
苫
し
F
議
聖
職
摘
仲

話
品
川
同
問
料

ゆ
同
開
山
出
向

諜
州
問
諺
蕗

> 「コ

〉

司

円
い

.
0

〉

【

U

N
E
-
-
卜

日

目

.

』

)

ゆ
荏
峠
持

国ヒフ

之
を
そ
の
榊
域
の
産
業
集
中
卒

F
E
z
-コ
F
2
3『
と
名
付
け

る
。
然
し
政
策
の
立
場
か
ら
は
こ
の
問
題
‘
邸
ち
特
定
産
業
は

園
内
の
数
個
の
地
域
に
集
中
せ
り
や
、
又
は
各
所
に
散
在
せ
り

産
業
構
謹
の
研
究
と
政
策

や
の
事
貨
が
よ
り
重
大
で
あ
る
。
蓋
し
著
し
〈
集
中
的
に
も
非

十
・
叉
著
し
く
分
散
的
に
も
非
ざ
る
産
業
は
大
な
る
能
率
・
の
損

失
た
〈
し
て
何
底
へ
も
移
植
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
か

か
る
産
業
を
見
出
し
て
、
之
を
疲
勢
せ
る
地
方
に
導
入
ナ
る
と

と
が
闘
家
の
政
策
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
は
英
国

に
つ
い
て
産
業
の
集
中
係
数

3
 

計
算
し
た
。
印
ち
一
売
業
の
各
地
域
に
於
け
る
集
中
本
が
平
均

8
0呂町一
2
[
え

]CS一一E
Z
2
ロ
を

上
り
偏
偽
せ
る
粍
皮
を
見
、
平
均
偏
差
ヨ
2-J

産
業
毎
に
算
定
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
新
産
業
を
移
植
す
る

a

・

1

1
0
d
-
P
E
つ口

-b孔

に
首
つ
て
は
、
か
L

る
係
数
の
み
に
額
る
こ
と
は
不
充
分
に
し

て
、
更
に
そ
の
土
地
及
び
産
業
の
特
殊
性
を
考
慮
し
、
他
方
叉

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ

1
パ
1
等
の
理
論
を
統
計
的
尺
度
に
昭
…

し
合
せ
て
研
究
す
る
必
要
あ
り
と
し
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
所
以
は
、

今
日
英
国
に
於
て
地
方
的
集
中
を
決
定
す
る
力
が
務
化
し
‘
「
市

場
」
た
る
要
素
が
篠
身
重
要
と
な
り
、
少
く
と
も
燃
料
に
比
し

て
よ
り
重
要
と
友
れ
る
乙
と
を
彼
が
強
調
す
る
に
閃
る
。

以
上
の
↑
に
の
問
題
と
別
に
産
業
一
般
が
比
較
的
限
ら
れ
た

る
地
域
へ
集
中
す
る
事
責
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
邸
主
一
一

第
四
十
六
巻

六
回

震
四
披

一
四
五

Florence， The sbdisticn.l methoo. in ecor¥a mic!';， 1929， p. 327-8. 
農業の集中程度を測定する他の方法に Thy(DL.;tri1mtion of InrlustrIal OCCll-

pations in England 1841--61， Transactionぉ ()f the Connecticut Academy of 
Arts ann Science， March 1927)， I-Ioovcr ('Measurement of Ind山廿iallocal出 a-
tion， Review of :E.conomic Statistics， Nov. 1936)等のものがある。
この係数は 0.00 (均等に分布せる場合)より 2・叩(一地域にD み集中せる場
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産
業
構
遣
の
研
究
と
政
策

冊
の
問
題
は
一
産
業
の
地
方
的
集
中
に
非
や
し
て
、
産
来
一
般

の
州
方
的
集
中
.
若
〈
は
都
市
集
中
に
闘
す
る
。
之
K
つ
い
て
は

一
一
ア
大
事
に
於
て
最
近
二

4

十
年
間
の
米
図
の
事

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ

賞
に
つ
い
て
研
究
せ
ら
れ
た
る
結
果
を
引
用
し
、
夫
々
の
産
業

が
特
定
の
却
を
有
し
、
特
定
の
却
城
(
主
要
都
市
、
街
見
都
市
、
外

周
部
省
と
に
集
中
せ
る
事
質
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

E
の
産
業
一

般
の
都
部
分
布
に
闘
す
る
研
貨
は
、
と
の
方
聞
に
於
砂
る
新
分

旧
制
で
あ
る
。経

営
規
模

規
模
の
問
題
は
首
然
に
経
営
の
規
模
と
企

業
の
規
模
と
に
分
っ
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
種
々
の
経
営
規

模
に
ゐ
け
る
勢
働
者
数
(
叉
は
従
業
者
数
)
の
分
布
に
よ
っ
て
知

旬
得
る
と
と
ろ
は
、
先
づ
産
業
の
平
均
的
規
模
が
英
米
樹
の
各

岡
に
於
て
極
め
て
近
似
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に
何
れ
の
固
に

於
て
も
産
業
に
よ
っ
て
著
し
い
差
異
が
あ
る
と
と
で
あ
る

J

前

の
事
寅
は
経
倍
規
模
の
決
定
に
は
、
個
々
の
闘
に
特
有
の
要
素

よ
り
も
、
各
国
共
遁
の
要
素
が
大
た
る
力
を
有
す
る
こ
と
を
一
不

す
も
の
に
外
な
ら
左
い
。
政
策
に
役
立
っ
た
め
に
は
か
L

る
要

素
を
見
出
す
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
四
十
六
巻

四
~ ノ、

六
四
回

第
四
貌

経
費
規
模
に
つ
い
て
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
が
特
作
♂
目
せ
る
は
規

模
と
機
械
化
止
の
闘
係
で
あ
り
、
現
在
バ

1
ミ
ン
ガ
ム
大
島
に

於
一
-
数
字
を
調
昼
中
で
あ
る
と
い
ふ
。
機
械
化
佐
一
不
ナ
指
数
と

し
て
ぽ
体
働
昔
一
入
賞
り
馬
力
数
と
同
ビ
く
一
入
賞
り
-
的
拘
束

別
と
を
組
合
す
ゅ
似
の
制
杢
K
よ
れ
ば
、
機
純
化
が
進
む
ほ
ど

経
営
規
模
が
大
き
い
と
い
ふ
の
が
英
米
関
と
も
に
一
般
的
事
寅

で
あ
る
。
此
の
事
責
の
設
明
は
紋
に
よ
っ
て
次
の
駐
に
求
め
ら

れ
る
。
機
械
化
は
特
化
と
並
行
し
、
従
っ
て
そ
の
反
面
、
特
化

部
分
を
綜
合
聯
絡
す
る
費
用
を
増
大
す
る
が
、

か
ミ
る
費
用
は

一
経
営
内
部
に
於
で
最
も
小
さ
い
。
換
言
す
れ
ば
、
機
械
及
ぴ

設
備
が
高
僚
と
放
る
に
従
ひ
‘
之
に
従
事
す
る
持
働
者
を
草

経
営
内
に
集
め
る
と
と
が
有
利
と
宏
る
の
で
あ
る
。

産
業
政
策
か
ら
言
へ
ば
.
今
日
の
政
策
が
明
日
の
諸
傾
向
と

矛
盾
せ
ざ
る
事
が
肝
要
で
あ
り
、
経
済
撃
の
研
貨
は
橡
め
ζ

の

矛
盾
左
き
や
う
に
見
透
し
を
つ
け
る
任
務
が
る
る
。
ム
」
と
ろ
で

大
経
管
は
附
附
来
も
帯
出
展
を
績
け
る
で
あ
ら
ろ
か
。
若
し
絞
営
の

大
規
模
化
が
地
方
的
集
中
(
外
部
節
約
)
に
依
存
せ
や
、
上
越
の

如
く
機
械
化
(
内
部
節
約
)
に
依
存
す
る
と
す
れ
ば
、
現
在
機
械

令)の聞のイ直をとる筈であ p、1.0。前後の債をもっ産業が先づ中伎のものと
考へちれる。
c. Goodrichを中心とせる研究にして“ Migrationand economic opportunHy ，. 
中の一章に鍍べられである。
F1orence， ibirl; The logic of industrial 0γganizat:lon， 1933， p. 30;拙稿、工
業包密規模白双峰分布について(経済論叢、第45巻鍔;2~旋)~目立。
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化
の
盆
々
迩
展
せ
る
事
資
よ
り
見
て
‘
大
規
模
化
は
繕
績
す
る

も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
数
度
の
一
工
業
セ
ン
サ
λ

を
行
へ
る
溺

逸
及
び
米
闘
の
統
計
も
亦
之
そ
詮
明
す
る
。

企
業
規
模

企
業
の
規
模
に
つ
い
て
英
凶
及
び
米
凶
の

工
業
セ
ン
サ
ス
は
之
を
調
査
し
友
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
図
『
米
及

び
企
業
者
の
立
揚
よ
れ
見
て
重
要
問
題
友
る
事
は
維
持
山
規
模
の

問
題
に
於
け
る
と
異
ら
な
い
。

か
く
で
主
事
凶
中
、
相
判
治
一
九
二
五
年
の
セ

ν
サ
ス
に
そ
の

数
一
千
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
之
に
よ
勺
て
規
桜
川
従
業
者
数
を

見
れ
ば
、
大
規
杭
企
引
先
の
川
股
勢
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
税
反

は
大
規
桟
粧
品
目
に
つ
い
て
兄
た
揚
合
よ
り
著
し
い
。
企
業
規
校

が
長
期
的
観
察
に
於
て
増
大
し
つ
L
あ
り
や
否
や
。
統
計
は
存

し
た
い
が
、
企
業
結
合
運
動
の
設
展
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と

と
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
英
同
に
於
で
さ
へ
一
般
の
想
像

以
上
に
進
ん
で
ゐ
る
事
責
よ
り
し
て
一
腹
の
推
測
が
可
能
で
あ

h
hリ

λ

ノ。企
業
規
棋
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
布
よ
り
一
歩
進
ん

で
、
企
業
規
模
の
大
小
に
よ
る
能
率
の
差
異
を
生
産
費
又
は
利

産
業
構
誼
の
研
究
と
政
策

潤
の
如
き
数
字
に
徴
し
て
検
討
し
友
け
れ
ば
左
ら
ね
。
認
で
彼

は
、
屡
々
経
済
理
論
に
於
て
遮
ぺ
ら
礼
ろ
命
題
・
即
ち
企
業
の

規
模
が
或
る
隈
『
皮
を
超
ゆ
る
時
は

一
方
に
於
て
全
融
及
び
販

資
上
の
利
年
は
増
大
し
、
又
師
向
悼
を
分
割
す
る
詮
も
あ
る
に
拘

h
hソ
半

Y

、
一
般
に
粧
品
同
の
困
難
が
榊
大
す
る
と
い
ふ
主
張
に
闘
し

て
二
三
の
撃
者
の
設
を
批
判
す
る
。

上
一
連
の
企
張
が
若
し
何
等
か
れ
統
計
数
字
を
県
礎
と
せ
る
も

の
と
寸
れ
ば
、

仁

-
t代
司
亡
入
、
二
(

:

L

L

J

-

L
〕一
1

2

V
4
t
l
b
封
EHktb-
一
j
」ノ一一寸
l

一寸ノ
f
L
7
4

ン t亡
グ hl(
の]/..
}iJj→t 
fii首(J'，る
で三
あ 1

G 七
ろの
と 子ヒ
1ハト

，ふっ
。;，

然 1、
る の
t亡 帝if
そ険

!T> 1'= 
f去伏
σ】 ろ

イiff デ

ヲ工
!:l: 
大イ

人
』二

に
不
利
な
る
l明
瞭
左
結
:4~ 
を

ミ 刀之

1 さ

ド10)や
は
デ寧
ユ Fう

1 屡
イ k

ン逆
よ，" (j) 

の結

間
取
を
報
告
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

掲
げ
た

十
七
'1) 

大
ト
フ

ス
ト

古t

ヴ九
ァ-

I ~周
モ l
ア lj)三
はー
土、年
り、に

多概
数ね

好
成
績
を
事
げ
た
と
と
を
示
し
、

の
ト
ラ
ス
ト
に
つ
き
制
去
し
て
そ
の
半
数
は
成
功
し
て
ゐ
る
と

と
を
報
じ
て
ゐ
る
o
Z
E
-
-
E己
】
自
己

E
ご一
μ

一C
E
P
-
2
}
円百円山己記(}

の
調
査
は
債
格
と
生
産
費
の
方
闘
か
ら
之
を
詩
川
す
る
と
見
ら

れ
る
。

一
八
九

O

一
九

O
五
年
は
請
は
U

米
国
の
猟
占
柱
時

第
四
十
六
巻

六
四
五

A
F
四
観

/Lq 
七

The 10胃問。fInou叶rialoq~ani i'，ation ， p・'4・
英同綿工業について GovernmentらEconomicAd vi同 ryCouscilが '930年勧奨
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降
業
構
造
の
研
究
と
政
策

代
で
あ
り
、

ト
ラ
ス
ト
は
概
忠
狽
占
利
潤
を
得
ん
と
し
て
結
成

さ
れ
た
。
彼
等
の
守
め
た
経
験
は
ミ

I
F
の
一
一
白
ふ
如
く
、
大
企

業
の
失
敗
と
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
樹
占
の
失
敗
と
見
ら
る
ぺ
き
で

あ
ら
う

3

従
っ
て
デ
ュ

ー
イ
ン
グ
の
数
字
は
経
営
管
理
の
適
正

日
川
校
は
小
た
和
と
い
ム
詮
協
に
在
る
や
否
や
疑
以
し
い
と
す
る

の
で
あ
る

d

ン
及1:11企-

0=;来;
ベ j現
イ中t-~
トと
ン山手Jj
の il~1

1-

ペコ (7) 

の 11M
責係
11': !亡
主主 つ
るい
柑fτ
ヲビ は

を最
手早 ~5.: 
たた

ス

タ

-1' 

彼
等
は

共
に
一
九
二
四

l
二
八
年
の
米
同
大
曾
枇
の
綿
資
本
に
封
ず
る

利
潤
率
は
小
倉
枇
の
そ
れ
よ
り
も
低
か
っ
た
と
い
ふ
。
然
し
フ

ロ
ー
レ
ン
ス
は
こ
の
結
論
を
そ
の
ま
、
容
認
す
る
乙
と
を
臨
時

す
る
。
印
ち
同
者
と
も
産
業
別
に
利
潤
卒
を
調
究
せ
や
、
諸
恋

支
を
一
括
し
て
企
業
規
模
の
比
較
を
行
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も

マ
ー
シ
ャ
ル
も
指
摘
す
ろ
如
く
利
潤
率
平
均
化
傾
向
は
認
め
難

ν、

ヱ
プ
ス
タ
イ
ン
自
身
さ
へ
、
六
町
業
そ
異
に
す
る
に
従
ひ
そ

の
利
間
前
「
に
永
績
的
品
差
異
あ
る
と
と
を
読
明
し
、
之
が
彼
の
研

究
の
一
功
紘
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

7 

τ2 

レ
ン

ス

」土
自
ら
こ丈

7 

ス

タ
イ
ン

ず〉

蒐と
集の
せ 1た
る揚
4寸7ょ
料タり

にし
よて

第
四
十
六
巻

六
四
六

第
四
競

四
月、

っ
て
産
業
別
の
考
察
を
行
ひ
、
大
合
目
枇
が
高
利
潤
を
事
げ
て
ゐ

る
場
合
の
方
が
多
い
事
を
務
見
し
て
ゐ
る
。

四

管
業
分
野

融
再
業
分
野

E
Q
E
E
μ
-
R
D官。

の
問
題
は

屡
々
一
結
合
生
産
吉
。
明
日
号
コ

の
問
題
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
。

結
合
生
産
と
は
-
企
業
叉
は
一
経
管
内
に
於
て
数
個
の
生
産
が

ヱk if.吉
不合
(1''1し
結℃
合唱 í)~1=r
(、 1土
同オL

る

肢と
:f1-と

そ
祖国 主主
~~rl 味
J: し
り、

介雪幸
山..~ D!r 
寸向守
るおE
~~t 15'-
干重た
町) <5 
~*~ d: 
m~ 

物
、
又
は
同
一
過
程
・
市
場
へ
集
ま
る
数
種
の
生
産
物
の
製
法

の
如
き
)

た
る
と
を
問
は
や
、
叉
そ
れ
ら
が
最
初
よ
む
併
存
せ

る
と
、
軍
一
企
業
の
前
動
の
延
長
た
る
と
、
数
企
業
の
結
合
の

結
果
た
る
と
を
聞
は
な
い
a

結
合
生
産
の
逆
は
叫
営
業
分
野
の
縮

小

L
E
2宮
崎
-m
『
古
コ
で
あ
り
、
最
近

ω合
理
化
政
策
.
殊
に
標
準

化
政
策
は
寧
ろ
こ
の
方
向
に
あ
る
。
荒
し
金
m

誌
の
貸
業
分
野
を

繍
大
し
又
は
縮
小
す
る
と
と
へ
企
業
の
規
棋
の
仲
縮
と
は
別

佃
の
問
題
で
あ
り
、
同
教
又
は
そ
れ
以
上
の
努
働
者
と
原
料
と

を
肘
ひ
て
、
し
か
も
生
産
過
程
の
教
を
減
じ
‘
標
準
口
聞
の
生
産

の
み
を
模
大
す
る
と
と
が
屡
々
布
利
な
る
に
閃
る
。
報
酬
涯
増

又
は
報
酬
逓
減
の
法
則
は
企
業
V
A
は
粧
品
百
の
問
題
に
非
守
し
て

Mea.d， E. S.， Co，rporation finance， 7th e<i目， Ig，:r:)， p. 474"-7・
Livermore， S.， The !oouccess of industrial merge目， (l;Juarterly Journal of 
Econorr山百 Nov.1935). 
National Jndu~trial Conrerence Board， Merger.s in in如何try~ 1929 
Epstein， R. C.， InnustrIal pr。日tsin the Uniterl 訓ate~ ， 1934・
Paton， Corporate profits as !:illOWn by audit reporb. 
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一
過
程
の
生
産
規
棋
の
問
題
左
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

若
し
産
業
が
分
野
を
縮
小
し
て
一
般
的
棋
準
化
と
大
規
模
生
産

を
行
ふ
な
ら
ば
‘
外
部
節
約
が
報
酬
を
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。

叉
若
し
一
企
業
又
は
粧
品
百
が
替
業
明
野
を
縮
小
し
で
伺
別
的
標

準

化

宮

5
2
5
1
2
E
L号
去

E
Z
D引
を
行
ふ
た
ら
ぽ
、
内
部
節

約
が
報
酬
を
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。

主~
〈 7

同ロ
キ:r.i I 
にレ

主m;ン

f~~ ス
~~~ t主
三22企
分)1， ~~S 
野及
1t r;;' 
る車15
槻管
JZi: の
を y也3
~~ IE~ 
入規Z
し悦1
、;/j:̂

之;る
を;- '/i[且
(rh" b ... 
il'li: ~i!.;: 

言!と

的
に
兄
尚
治
ん
と
す
る
③

打
九
づ
指
数
と
し
一
以
生
市
町
jv
ん
は
版
前
回

さ
れ
る
商
品
種
類
の
数
よ
り
も
、

一
企
業
(
又
は
経
常
)
の
生
産

又
は
販
賀
に
ゐ
け
る
資
本
の
同
時
卒
を
と
る
ぺ
し
と
す
る
。
数

字
に
よ
ら
や
簡
単
夜
開
示
に
よ
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

今
石
油
業
に
つ
い
て
例
を
示
す
。
多
く
の
場
合
に
つ
き
か
L
る

闘
を
作
製
す
る
友
ら

ば
、
「
産
業
」
と
い
ふ

観
念
が
如
何
に
窓
意

一
産
業
比
四
局
す
る
と

さ
れ
た
各
企
業
が
そ
の
特
徴
た
る
主
要
生
産
物
に
特
化
し
て
ゐ

産
業
構
法
の
研
究
と
政
策

る
限
度
を
知
ら
ん
と
し
て
、
英
闘
は
一
九
三

O
年
の
工
業
セ
ン

サ
ス
に
於
て
市
町
議
好
に
二
つ
の
百
分
率
を
算
出
し
た
。

(

同

)

時
制
時
副
立
而
U
鞠
h
x
-
F
ゆ
持
」
山
川
嗣
明
治
判
甘
さ
意
益

叫山川崎羽川い
M

H

h
止
v
h
p
除
持
、
、
ゆ
除
問
榊

S
B訟

(

日

)

時
川
崎
早
川
山
出
向
い
風
u
n
F
ゆ
u
w
L
一
川
相
仰
閉
さ
{
四
日
摘
出

川
一
川
相
同
開
き
」
山
V
F
E
謡
溜
誼

川
は
官
設
産
業
の
企
業
が
他
の
産
業
部
門
に
侵
入
し
て
ゐ
る

円

γ
下一、

z
b
q
l
L人

聞
は
ん
山
両
日
刊
産
業
か
仙
の
産
業
部
門
の
企
業
よ
り
使
入
古

れ
て
ゐ
る
砕
い
以
を
一
示
す
。
両
者
北
ハ
に
百
ロ
ハ
]
セ
ン
ト
を
示
し
た

も
の
は
百
二
十
の
産
業
中
僅
か
六
つ
で
あ
っ
た
。

以
上
の
如
く
し
て
各
産
業
の
管
業
分
野
の
指
数
一
又
は
型
が
定

義
さ
れ
る
左
ら
ば
・
績
い
て
そ
の
型
の
普
及
程
度
、
長
期
的
傾

向
、
生
産
費
及
び
利
潤
の
比
較
等
の
研
究
を
行
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。

か既
L に

る一
夜F九
究削二
が d 二
見!
らこ
れ六
tc 主ド
。 fc

於
け
る
米
凶
石
油
業
t亡
dつ
ν、
て
は

替
業
分
野
の
研
究
に
つ
い
て
は
以
上
の
如
き
方
法
の
外
に
、

一
企
業
又
は
一
産
業
全
開
が
そ
の
方
針
を
餐
更
す
る
際
を
捉
へ

て
親
祭
す
る
と
い
ふ
賞
験
的
方
法
も
あ
る
。

× 

× 

x 

× 

第
四
十
六
巻

六
四
七

第
四
抗

四
九

or GompetiLIve industry， .1931， p. 6-13 

Florence， The logic， p. 21参1m。
ibid， p. '5参照o
Robinson， E. A. G.， 
参照。
Recent Economic Changes in the United States:. 1929， Vol. 1" p. 194・
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産
業
構
造
の
研
究
主
政
策

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
以
上
の
如
く
薩
業
構
浩
政
策
の
三
つ
の
問

題
、
印
ち
佐
賀
、
規
模
、
及
ぴ
営
業
分
野
に
つ
い
て
論
述
し
た

る
後
、

結
論
と
し
て
彼
の
所
間
賞
詩
的
研
貨
が
か
L
る
政
策
に

針
し
て
寄
奥
し
得
る
と
と
ろ
を
総
括
し
て
ゐ
る
。
第
一
に
、
事

貨
を
以
て
迎
論
を
論
詰
(
円
一
百
円
ご
し
よ
う
と
す
る
川
先
の
消
方

法
は
八
7
向
進
歩
の
沼
山
佳
作
札
あ
る
が
、
し
か

4
街
倒
的
な
方
向
に

准
ん
ヴ
わ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
O
H
的
で
紋
は
と
の
刺
究
方
訟
が
一
仙

の
事
情
に
し
て
同
一
な
ら
ば
」
と
い
ふ
仮
定
を
置
く
事
な
く
、

凡
て
の
事
賞
を
考
感
に
入
れ
、
線
維
せ
る
現
貨
を
あ
り
の
ま
ミ

把
鋸
ぜ
ん
と
す
る
も
の
友
る
と
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
。
第
二
に
、

産
業
の
構
造
は
古
出
来
毎
に
臭
り
、
時
に
は
一
産
業
内
部
忙
於
て

も
異
同
あ
り
・
従
っ
て
政
策
も
亦
之
に
際
じ
て
臭
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
と
い
ふ
事
費
を
確
認
す
る
。
し
か
も
伺
#
の
運
業
内
に
は
通

例
、
最
も
一
般
的
た
る
或
る
位
世
、
或
る
規
模
、
及
び
戎
る
程

度
の
結
合
生
産
な
る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
の
で
る
る
。
第
三
に
、

長
期
的
傾
向
を
見
る
に
、
多
〈
の
工
業
に
於
て
は
経
皆
及
び
企

業
の
規
模
は
毎
々
増
大
の
傾
向
に
あ
り
、
之
に
反
し
て
地
方
的

集
中
は
停
止
の
兆
を
示
し
て
ゐ
る
。
産
業
の
地
方
集
中
係
数
は

第
四
十
六
輔

六
四
八

第
四
競

五
O 

或
る
種
産
誌
の
分
布
を
縫
化
せ
し
め
ん
と
す
る
政
策
に
役
立
つ

で
あ
ら
う
。
叉
大
規
模
化
と
機
械
化
と
の
典
型
的
友
関
聯
よ
り

大
産
業
奨
励
政
策
は
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
。
第
四
に
、
大
組

織
と
な
る
に
従
ひ
粧
品
百
の
困
難
が
著
し
〈
増
大
し
、
之
に
よ
っ

て
利
潤
が
低
下
ナ
る
と
い
ふ
主
張
は
統
計
的
に
昨
総
し
雌
ぃ
。

L

ヘ
ト
一
丘
一
、
〉
リ
司
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、
¥
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R
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セ
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町
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L
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干
の
結
県
生
産
税
似
を
小
さ
〈
ナ
る
な

ら
ば
報
酬
涯
減
法
則
が
貧
現
す
る
か
ら
で
る
る

J

以
上
に
於
て
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
紹
介
を
似
め
て
簡
単
に
試
み

た
の
で
あ
る
が
、
彼
及
び
こ
の
論
文
に
引
用
さ
れ
た
る
事
者
の

研
究
方
法
は
白
日
の
侭
値
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
か
L

る

統
計
的
測
定
法
は
米
に
不
完
全
で
あ
り
・
そ
の
一
端
を
紹
介
し

た
も
の
に
過
ぎ
左
い
が
、
我
々
は
今
後
の
殻
展
を
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
と
共
に
期
待
し
た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
我
凶
に
於
て
か
h

る

ヂ

タ

研
究
に
必
要
な
る
材
料
の
不
足
な
ら
ざ
る
や
を
憂
ひ
、
そ
の
充

寅
整
備
の
要
を
感
中
る
。
昭
和
十
五
年
の
岡
勢
調
官
官
一
に
於
て
は

伺
時
に
簡
単
な
る
生
時
調
債
を
行
ふ
計
喜
一
あ
り
と
剛
〈
。
此
の

意
味
に
於
て
糊
は
く
ば
経
質
の
討
す
限
り
詳
細
な
る
調
賓
と
せ

九
れ
た
い
も
の
で
る
る
。


